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第 1章 『三国遺事』における動物表象  
1．『三国遺事』の概要および先行研究  
2．『三国遺事』に登場する動物の種類と分類  
第 1節 王の誕生と動物  
1．王の誕生に関する動物説話  
 (1) 神と動物から生れる、動物祖先  
(2) おのずから生まれる、半人半獣  
(3) 天からの降臨・人卵、卵生  
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(4) 動物と人間、異類交婚  
2．考察 ―巫歌「創世歌」における人間の誕生を手掛かりに―  











第 2章 『禽獣会議録』における動物表象  
     ―『禽獣会議人類攻撃』と『人類攻撃禽獣国会』との比較を通して― 
   第 1節 『禽獣会議録』の構成と内容  
1．著者安国善について  
2．構成と内容  
 (1) 思想的背景としての「翻案されたキリスト教」 
 (2) 批判内容と当時の社会背景  
3．『禽獣会議録』における動物表象  
第 2節 『人類攻撃禽獣国会』と『禽獣会議人類攻撃』 
1．著者について  
(1) 『人類攻撃』の著者、鶴谷外史  






(1) 人間と動物とは  
(2) 会議・国会の案件  
(3) 主な演説内容  
第 3節 三作品における動物表象  
第 3章 現代韓国社会における動物表象  




       (1) 韓国の動物広告  
(2) 動物広告に関する先行研究  
2．動物広告の分析  
        (1) 1990年代の動物広告  
(2) 2001～2015年の動物広告  
3．動物広告における表象の考察  
第 2節 猫に対する認識とその社会的・象徴的意味  
       1．韓国における猫に対する認識と先行研究  






第 4章 日韓における動物表象の比較考察   
   第 1節 自然を背景にした人間と動物の関わり  
―『古事記』の動物と『遺事』の動物の比較を通して― 
    1．王の誕生と動物  
2．人間と動物の共存方式  
3．退治される動物  
    第 2節 文明を背景にした動物表象  
―朝鮮王朝後期と江戸幕府を中心に― 


































































































































第 3 章の現代の広告とはやや異なって、作者が判明している近代の作品であり、著者が 1
章と 3 章で取り上げた分析対象をともに「集団の語り」と位置づけたものとはやはり異質
であろう。比較研究における資料性の問題として今後検討すべきこととして指摘をしたい。 








 第 4 章は全体のまとめという意味に加えて、新たに「文明を背景とした動物表象」の節
を立て、「生類憐みの令」と朝鮮後期の儒学者の思想を取り上げている。この両者について
ここで整理されている問題は、すでに先行研究において明らかにされている部分が多いが、
その双方を比較して、当該テーマの歴史的思想的背景を明らかにした点は評価したい。た
だ、第 2 章について指摘したように、ここでも比較材料の資料性についてもう少し慎重な
吟味が必要ではなかったかと思う。ある特定の時代の法令や制度と儒学者の思想は、やは
りその資料的な位相が異なるものであろう。比較文化研究の意味をより意識的に発展させ
るためにも、著者の今後の課題として指摘したい。 
 
４ 結論 
著者が研究テーマとした動物表象の比較文化論的研究は、今日、学界だけでなく人類全
体の文明の問題としてきわめて重要なテーマになりつつある。バイオフィリア（生命に対
する愛情）ならびにメカフィリア（機械に対する愛情）へと、人類の関心が大きく移行し
ている現代の世界において、著者が立てた研究テーマは、まさに重要な今日的な意義を持
つ。そのうえで、本論文は通時的な視点から人と動物の関係にある背景史を簡潔にまとめ、
その結果、日本と韓国における動物表象は、過去における相違よりもグローバル化した現
代において顕著な相違を見せていることを明らかにした。その点が最大の功績である。た
だ、その結論にいたる比較テキストの選択、用語や方法論上の問題は、前記にも指摘した
ようになお存在している。また、著者が目指そうとしている「学際的研究」についても、
本論文において十分にその方法を生かすことができたかという点について再考の余地があ
ろう。新たな「学際的研究」を目指すのであれば、従来の比較文化研究のもっている長所
や短所を明確に自覚し、それらを乗り越えることができる新しい方法としての「学際」研
究の意味や方法をより深く考えることが必要であろう。もとより、そうした課題は今後新
たな研究を進めていくうえで、より有意義な成果をもたらすための検討課題であり、本論
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文が達成した学問的な価値を損なうものではない。したがって、本審査小委員会はPARK Yu
kyung氏提出の論文『動物表象の文化論的考察―日韓比較の視点から―』を上記のように評
価し、同氏が博士（学術）の学位を授与される資格を有するものであるとの結論に達した。 
